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『赤ちゃんとママ』lご込めた想い

『赤ちゃんとママ』は、半世紀以上にあたり、たくさんの

親御さんや赤ちゃんの固IlCT)人々1：：盲児情報をあ‘届Itして

きました。宙 lご50年以上前となる倉,,干11 当初は、今とは社

合の状況も盲児のようすも讀い、 「盲児はママが＇するごとJ

という考えが主琉であった時代でした。

時は琉れ、環代の子盲てを見哨してみると、いまや盲児

1i、ママだltl：：委おられるものではありません。ママや／ぐ

パ、そのイ世の固IlCT)人々が＇、いっしょになって赤ぢゃんをいつ

くしみ、盲てています。そういう社合を望む国嘩1も、年々強

くなってきています。

そうしセ中、 『赤ぢゃんとママ』という誌名l：： 「讀和懸を

常える」 「時代に合っていないので1i」とい追声を耳l：：する

ようになってきましセ。

私セぢは、 『赤ぢゃんとママ』という言葉を、すべての人の

命のな台まりとして、非常！：：大tnIご考えています。その上で、

『赤ぢゃんとママ』を盲児全齢を表す言醤、盲児の魚省tとし

てとらえています。誌名の恋更をも視野1：：入れ、＊釦討してき

ましセが、ごの大tnな名前1iやはり桟しセい 。

私セぢC1)そうしセ想いを、2夕めてみなさんにあ‘伝えする

セめ、2020年盾が5 『赤ぢゃんとママ』という誌名の前

'：：、 「赤ぢゃんの幸せを踊うすべての人を応キ覆します」という

言葉を冠•するごと1：：しました。

『赤ちゃんとママ』1i、あなたも、あなたのパート十 一

も、親或もご＂
臣所さんも、

赤ちゃんの幸せを願うすぺて

C1)人を庇キ覆します。
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月刊『赤ちゃんとママ』が
大切にしていること
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 あくまでも中心は「赤ちゃん 」。もっとも大切なのは、子ども

の成長を守ることです。そのため、ときに は大人にとっては

耳の痛い話や、不都合と感じられるような情報を掲載する

こともあります。また 、今役立つ情報だけでなく、 こ れからの

成長を見通せるよう、 少し先の未来もあえて提示。「子ども

にとっていいこと」を、多角的に 提供します。

『社含』とのつなが9方 t穫索し．
視野さ広If喜す

「社会」というと大きなものに感じますが、 実はひとり＋ひ

とりでも「社会」。子育てについて少し誰かと話すだけで、

気が楽に なるかもしれません 。 その半面、困ったときに 「助

けて」と言えない人もいます。 それぞれ違う状況に いる以

上、感じ方はさまざま。 I赤ちゃんとママ』は、想像力を使い、

できるだけいろいろな方向から考えていきます。
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ネットでは、子育てについての膨大な情報がすごいスピー ド

で飛び交っています。正しいかどうかの判断も難しく、つい

迷いがちですが、『赤ちゃんとママjは長年、小児科や産婦

人科、 その他専門の先生方に ご指導いた だいています。専

門知識に基づいた 正しい情報を軸に読者のニーズを探り、

「 すべての人を応援する」ための情報をお届けしています。


